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l は じ め 作   

東京都下陀おける採卵寵の大部分はケージ鶏舎で飼蓉され、その経営の実態を東京都畜産会に  

おける養痛饉営コンサルテーシ一ンの昭和41年から昭利周5年の諸所結果からみると、生炸両  

での問題点として最も多く指摘されたものK、晩秋から早春托かけての産卵の低下であり、また、  

一般化貰季には軟便が多く見られた。   

この晩秋から早春忙かけての産卵の低下の原底眠ついて、鶏群の構成淘汰更新の方法、疾病の  

発生状況、給与飼料などを検討し、これらの点では難点のない事例忙ついてその産卵成席を示す  

と囲1のとおりであり、潟舎増進や屋根断熱材の有樵によって冬季の産卵低下の程度や、夏季の  

軟便発生状鰍て美果があるよう忙推察きれた。   

このようなことから翰の飼育場楓、特化鶏舎構造K：渇して、冬季の防粗、夏季の防暑にj寸する  

適・蜘よ改善指導が必要であると思われた。   

本試験ほ、以上に述べた都下の黎鶏場の実状から、あまり経常がかゝらず乗場家が突行出来る  

ことを前提とした、鶏舎の改沓Kよる防寒、防暑を企図して爽施したもので、昭和44年夏季托  

おける実儲調査を実施し問題点を摘出した、その間質点解決のための窮1回改造（昭和45年夏）  

を行い実態滞空を実施した。冬季Kおける爽態調査は昭和45年冬行い、問題点を摘出し、ぞの  

改琶のための第1回改進（昭和4d年冬）と実態調査な築地し、それぞれ報告したので、今回は  

嘗季および冬季の弟2回改造を行いその実態調査な行ったので報告ナる。  

∬ 測 定 方 法   

1．試験・対象鶏舎の概零  

式験忙用いた鶏舎の位宜と周甜の状況は図2K示すとおりで、その構造は図5、焚1tて示  

すとおりである。  

2．威項測定の方法  

測点、測定項目は夏・冬と忙よって異なるのでその都度、喪短よび図版よって示す。  

気温、気湿の測定Kはオーガスト乾湿計、7スマン通吼乾f恕十、建窯気象綜合記録装健   

（威尾惚気製九州R－1dDO型）熱線風速計（日書風慨SlOl巷旦）、エース鏡感湿度計  
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最高最低寒暖計、自記温湿度計を使用した。   

福射熱忙ついてほ黒球寒暖計、屋横および頂からの熟慮射を知る目的では表面温度計を用   

いた○   

風速には熱線風廊十、農業気象繰合記螢装置を使用した。なお、風向、気動の状況忙つい  

てlまミグル塑漏凰試験繹を用いて盛察した。   

照度の測定常ほ光電池照戯†を、炭酸ガスには北川式ガス検知器を、鶏ふんの水分には赤外  

外線水分計を、それぞれ用い空気中の細菌は普通寒天培地使用の落下法把よった。  

表t 試験鶏舎と対象鶏舎の概要  

試 験 鶏 舎   対照鶏舎   

収 容 能 力  4 1 ‘羽   左K 同 じ   

型  式  
嵯量鉄骨（スラ三≡言竺式）   

〝   

面  鏡  9 0，7 2 mヱ   〟   

巾  ・ 長 さ  ム 5 m  〉く  1 4．4 m   〟   

尾根材   ♯51カラー（赤）波型鉄板   〝  
屋  

断 熱 材   ハードボー ド（厚さ5新馬）   〟  

根   配   5 寸   〝   

ケージの配列  ヒナ段 2段・ 8 列   
〝  

東西市頓壁  腰上：ガラス窓  
壁  慣下：板無双  

材  外側：♯51カラー（緑）波型鉄板   

南北両壁   左忙 同 じ   
間iコ1間の出入ロあり   
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Ⅱ 試験結果と考察  

1．夏季忙おける第2回鶏舎改造と実態調査（昭和4d年貢）  

鶏舎改造個所：昭和45年度漉は通風窓を設置して通風率、通風拾遺の改善を囲ったが、   

今年度は、図4K示すとおり、試験鶏舎の屋根内面、南北側壁（通風忽、出入ロを除く）に   

飼料袋の紙（クラフト庶）を5牧童ねて張り、この上忙吏忙厚さ10庇椚のグラスロン（熱伝   

導黍0．D279Kc占Ⅰ／／もhOc）と厚き0．2州のビニールフィルムとを張り、これらと慶横内   

面、側壁内面のハードボードとの間忙約7D虞暮の空気層を設けた。  

対照鶏舎は前年度のままで改造を行わず、両鶏舎の実態調査を行→た。   

測定期間二昭和4d年7月51日から8月2日   

判定項目二表面温度、気温、気で私通凧鶏糞の水塊気温変化   

測点：気慌分布は閻4の①～①の測点の上段（天井下5d竹）、甲段（択上115cれ）、下段   

（床上5珊）、気温の射ヒは図4の⑤の中段、気湿分布は区4の①～⑤の中段、風速は因4   

の⑤の中段、塙ふんの水分ほ園4の⑤の位置の10羽前後の私  

案 2． 表  面  温  度  

濁り  定  場  所   試 験 潟 舎  対 照 鶏 舎   
東側 北列 屋根裏断熱材表面   50、2 ℃   52．0 ℃   

面   2ス8   28．0．   

〝   〝  床             〝  南列 屋根轟析熟材表面  5 0．1   51．5   

〝  〝  床  面   ・1   28．8   

西側 iヒ列 屋根奥断熱材表面   51．5   55．5   

〝  床  面   2 7－8   28＿2   

⊥垂列 屋根轟断熱材表面   5 D．P   5 2．0   

〝  〝  床  面   2 70   28．0   

中央 中東 屋根裏断熱材東面   5 0．5   5乙0   

〝  〝 ！矢  面   5d．5   5d．5   

〝  中 西 屋根轟断熱材表面   ‾‾  50＿5   5 5，2   

〝   〝  戻  面   42．5   4 2．5   

中  央  床  面   2ス0   28．0   

（証） 測定月日 昭和4d年7月51日午后2時50分  

天  候 晴  

舎  外  試験鶏舎  対照鶏舎   
グ ロ ー  フ   5 990c   さ1．2Uc   52．00c   

乾   50．d   51，4   51．4   
7・スマン  

湿   25．d   2■d，0   2宜0   

湿  度   る乙0多   d4．0労   る4－0肇   
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結果と考察：①表面温度は、表2旺示すとおりて午后2噂50分の測定時（舎外気温58・dOc）  

の屋根表面湿度が42，5●cの時．屋根内面断熱材の表面温度はその間足部位により多少差が  

あるが、対照鶏舎では55．5。cから51．5℃を示L、試験鶏舎では51．5℃から5D．00cと対照  

租舎より低く、対応する部位間の差は2．9℃から1．4℃あり断熱効果が認められた。また、  
．サ  

コンクリート床面の温度で 

の部位では試験鶏舎が対照偽金丁より1．Obc～0．2●c低い数値を示した。  

②舎内気温の分布は図5に示すとおりで昭和45年度とその傾向は変らなかったが、試験飽  

食が対照鶏舎より低く、上中下段の気温の差も和泉鶏舎が少い傾向lくあった。舎外気温と舎  

内気温の推移は図7忙示すとおりであり、舎外気温を基準とした試験、対照両鞠舎のそれぞ  

れの気温（図8）をみると、日中の舎外気温の高い時忙試凍濁食の舎内の敷浪は対照鶏舎よ  

り低く、夜間Kは舎外温度に近く対照稲舎より低くかった。これらのことIま試験濁合の通風  

率が対照鶏舎より良いことにもよろうが、矯射の侵入が少なかったこと忙関係すると思われ  

断熱材は、夏季の日甲および夜間忙、鵡がしのぎやすい項境をつくり出すものと考えられる。  

⑤気渾の分布は図宣忙示すとおりで、試験鶏舎の方が商い傾向忙あるが、これは相対湿度で  

示したこと陀よるのであって、試験噂舎の舎内気温が対照鞠含より低いことから、絶体湿度  

忙おいては養がないものと考えられる。  

＠鴇ふんの水分含蒐は、対照渇舎忙比較して試験鵡舎の方が少なかった。歓倦ま幅射熟・通  

風塞・気湿・産卵飢どと相関かあ線試取締鶏舎の那は観産卵率頼勤～な  

いので、試験硝舎の瑞ふん水分含農が少なかったのは通風童がよく（表5）椙射熱の侵入  

（表2）が少なかったこと忙よるものと考えられる。  

襲5  風 速 お よ び 通 風 率  

通  風  審（痴）  

・－王＝－ヨミミ望；             乱験燭舎  対照鶏合  

番  外   

1．55   

試験鶏舎   対照鶏舎   

25   15   

D．50   q．2D  1．45   20   14   

8．1ロ   0．05  0．25   44   22   

D．05  0，15   77   59   

0▲15   115   さ9   

22   

0．ト0  

0．11   

0．15  0，D5   

0．05  0．11   【100   4d   

（註）測 点  試験偽金 舎内中央最上115仇  

対照感奮  〝  
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⑤通風Kついては襲5に示すとおりで、全般的阿見て試験鶏舎が対照鶏舎より通原産がよか  

ったが、これは東西側面の構造の差Kよるものと考えられる。   

以上のことから、屋根内面、南北側壁（通風窓、出入ロを除く）K7仇の空気屑を設けて  

断熱材を張ることは舎内の表面温度・気温分布・気温変化など托よい結集を与え、対照鶏舎   

より掬がLのぎやすい虞境を作り出すといえる。  

2．冬季陀おける第2固改造と爽態網査（昭和47年冬）   

報舎改造個所：昭和。挿冬K実施Lた保追払果を如良くするため忙、次のように試験   
烙舎を改造した0（図9）  

8）屋根内面・南北壁（出入ロを徐く）K飼料袋の磨5枚を昨年張ったが、この上にきらK断  

熱材クラスロン1e爪厚さ（熱伝導率0．D279Kぐa】／hhOc）とビニールフィルム0．2且戒と  

を張付けた。  

〈∋東西側壁は2．7虎鴨ベニヤ頓に1（謂厚さグラスロンを張付け敷居両面から太鼓張りとしde批  

の空気層を設けた。  

なお、堕と屋根と壊する部位忙ベニヤ板を打ち付け空気層内の空気の移動防止と、紫外線   

殺菌灯の設置は昭和4d年冬季と同様にした。   

対照鶏舎ほ45年産のまよも改造は行わず、両潟舎の実態調査を行→た。   

測定期間：昭和47年1月11日から5月51日・鹿島最低気温（鶏舎内、外）は昭和47   

年1月11日から5月51日  

測定項目：気温・気湿・舎内風速・輸適・換気量・舎内落下細菌・偽ふん水分・気温変化   

測点：気温、気潅、図9の①～⑦天井下（尾根下5爪）、上段（床上145cm）、中段（床  

上1ロ5珊）、下段（床上50仇）   

風速、図9の①～⑳下段、中段、上段、上1、上2、上5、上4、⑳－⑳の南北引戸、挨   

気畳（炭俄ガス線度）、図9の⑬の床上1D5仇   

落下細嵐 図9の②⑤⑧の阻上145爪   

気温変化、図9の⑤の床上1‘45仇   

鵡ふん水分、図9の①③⑤⑦◎の約10羽分の堵ふん   
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結果と考察：①試験鶏舎中央部の気温は、2月の最低気泡の時、舎外との気温差でヱ7℃あ  

り、対照鞠舎との妄執ま4．1－cであった。1月から5月までの期間托わける5日ごとの平均最  

低気温の比腋は区＝OK示したとおりで、言明剣静舎の舎内気温は生産壊境限界易5℃以下陀  

なることが殆んどなかった。対照調合では寒い時期には8℃以下忙なることもあり、試験鶏  

舎の保温性は高かった。気温分布は黄4に示すとおりで、モニター部を開放した時でも試験  

尊舎の方が各削点とも対照鶏舎より高く、また、水平分布の気温差はノj、さく、垂直分布の気  

温差の方が大きかった。  

表4  気温・気湿の分布  

鶏舎  測定如条件   測点 天井下5仇   上 段 （床上14髭耽）  （㌫1温 
気温  気 湿  気 温  気 湿  気温l気湿   気 温  気■‾直   

10．1■c  51．頭   51．0飾  97－c  50．8解   父5℃  50．8多  
l  モニター開放  
試  2   101   51．0  ・； 51．8   91   51．0   8．d   508  

t  

舎内気温1D．5℃  

505  

51．5   10．0   q2  8．占   51．2  鶏  命外気濫 

4．7℃  

5．5℃  

1D．1   

51．0  98   51．0  91  51．0   
8．   

臥8  51．5  

108   51．7  99   51．7  91   51．8   8．d   52（）  
舎  〝気洞495多  
軋定時間  

7   08   52上）   P8   522   95   525   8．5   55．D  

瑚1師事～日時50分   
8   1ロ8   51．4   10．ロ   51．5   鼠0   51．5   8．d   51．5  

9   8．9   51．5   90   51．4   91   51．2   91   51．5   

85   49d   78   50．C   72   50．0   5．9   50．5  
モニター開放  
気温測売時の  2   8．5   4父る   8J〕   4♀8   ヱ5   50．0   d．1   50．5  

対  
舎外気温 5．5℃  5   

85   4皇5   8．1   4受d   78   498   d．8   50．0  

照  4   89   4鼠4   8之   4父5   75   498   5．9   5（】．5  

舎内気泡 B．00c  5  85  4鼠5   78   4鼠7   71   5D（）   5．7   50．d  

癌  舎外〝 

〝気湿495肇  
7   85   49ト5   8．0   495   72   49d   d．0   498  

‖ 舎  

8占  494   8、8   495   71   499   5．5   5D．5  

8   85   49d   8．5   495   ス2   498   5．9   50，5  

9   84   49d   エフ   4父5   7ロ   50エI   d．1   505   

4
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②気湿の分布は黄4に示すとおりで、試験鶏舎が対照殉舎よりや⊥高い傾向陀あった。試験  

鞠創ま水平分布と垂直分布との差が殆んどなかったのに対し、対照超舎では垂直分布の差が  

多少あり、温度の低い下段が構い傾向Kあった。  

⑮舎内通凰は、試験潟舎の昼間でモニターを開放した場合は乗5、夜間にモニターな下げた  

時は襲7、対照渇舎で夜間にモニターを下げた時旺は表d陀示したとおりである。舎外風速  

が殆んど同じ一久 試験飽食のモニ久一を上げた場合とモニターを下げた場合（表5と表7）  

とを比頻すると、モニターを開放した時の方が舎内風速は高く通風率がよく、換気畳も多い  

ものと考えられた。モニターを下した時の換気輪道は図11K示すとおりで、南北の両出入  

ロガラス窓のスキ聞から侵入した空気は舎内申央忙向いつゝ左右K別れ上方K向う。ゆるや  

か把上昇した空気は屋根内面をったわってモニター部K向い、モニター郡では1都合外K出  

るものもあるが、同部より侵入する新鮮な空気と混じって下方に向い対流塑の空気の流れが  

4‘年冬季調査の時よりも明らか把確認された。  

衷 5  試験潟舎内風速  
（汀／盲ec）  （叫ぺec）  一¶   

洪【j点  下 段  石凛  上 段  上 1  壬】ん▲㌻  上 5  」二 4   床上 50仰  ！東上105伽  床ヒ145の兜  最ヒ195c耽  床上250仇  l毛ヒ270e机  床上50α澗  “   

D，20   0．14   0．12  0．1  
2  0．15  D．15   0．15   臼．11   

5  口，2〔）   0．19   0．19  D．18  
4  D．17   古丁自  0．19  －  
5  0＿18  8．17   n、1R  D．1皇  
‘  0．2 0．15  0．14   0．r2  0．12  
7  0．12   ロ．11   D．14   瓦14  0．14  
8  0．19   0．19   0．2〔I   5．17  
9  0．2（〕   0．22   0．22   D．18  0．17  
10  0．20   0．18   0．2D   D．18  0．15  
抑  0．21   U．17   0．25   0＿52  D．55   0．4D  口．5～D、d   
」ヱ  ＿＿且ユ旦   は15  0，1d   0．24  0言訂 
15  0．21  0、19   OSD D．20  0．52   
0．20   0．17   0．1 D．22  0．24  0．25   0．50   

15  0．17   0．17  0．1B   0．18  0．18   0．18  0．50   
1d  0．24   0．22   「訂18   0．17  0．20  
17  0．28   ロ．15   0．17  0．14  α21  
18  0．1 0．18  D、1d  D，20  
19  0．1d   D，17   0．18  0．1占  ■  ●  
20  0．18  0．14   0＿1d   0，15  0．18  
21  0．50   D．1‘   0．14   D，12  
22  0．25   0．17   8．14   D，15  
25  0．2くi   D．25   D＿15   D．15  

α2D   0．1d   0．17   0．15  
t D・18   D，18   0．18   0．1d  

測点  南側  北側   

2く；  D．25  0．10  27  0．20  0・．20   
28  0．25  0▲20   

29  0．20  0．20   

5G  ロ．25  0．15   

51  0．2t）  D．1占   

52  0．20  0．25   

55  0．25  0．20   

54  0．22  0．20   

（話）南、北山   

入口の膵聞   
か≒の外気  
の流入   

ほ9 測定日時 昭和47年1月29日午后2時～4時  
天  候 薄 療  
風  向 E  
風  速 0．5－1．Onl／弓ee  
測定器具 熱線風速計（日曹奄磯 SlOl型）  
モニター 開 放  
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弄 d  対 照鶏 舎 内 風 速  

（叫ぺec）  

（n／もec）  

下 段  中 段  上 段  上 1  ∈上 2  上 皇  上 4  
測点  
床上50c爪  私105仇  東ヒ145蝕  東ヒ195の托  兎ヒ250α  床上270仇  最上500c机   

口  0．11   0．10  0．00  

2  0．11   0．10  0．11  

5  0．10   ロ．05  D、1D  

4  D．11   D．1D  D．11  

5  0．15   0．12  0．11  

△  D，15   0．15  白．15  0．11  

7  0．15   0．15  0．11   0．12  

ロ．11   0．11  8  0．14  0．15  
9  8．14   8．12  0．11   D、10  

1D  0．12  0．1D  0．05  

皿   0．15   0．12   0．11  D、11   D．17   

12  0，12   D．05   0．11   0．05  0、05   0．11   

15  0．11   0．05   0．14   0．12  D．05   0．11   

0、11   臼．10   D．11   0．05  0■05   0．15   

15  0、15   0．11   0．11   0．1ロ  8．12   0．14   

ロ．15   0．15  D．12  0．11  

17 ＝  ■0．1占   D．14  

18  、0．15   0．14  0．12  0，12  

19  0．1占   0．15  D・12  D．12  

20  0．15   0．15  0・1軍：：  0．15  
21  0．1d   0．15  0．12  

22  0．15   0．1‘5  0．12  

25  D．14   0．12  0．15  

0．12  0．11  
24  口．15   0．12  0．15  

25  0．15   0・14  0．15  

測点  庖側  北側   

2占  0．D5  0．10   

27  

28  022  o21   

29  D．05  0．12   

50  

51  029  0．17   

52  0工15  0．11   

55  

54  ．0．14 ‖  D20 ピヱヨ   
（証）南・北出入ロ   

の博聞からの列   
気の流入   

（註）測定日時 昭和47年1月51日午后10時50分～12時50分・  

天 候 螢後′ト雨  
風  向 N．W  

風 速 0．4－0．dm／sec  

軌定器具 熱線風速計（日青電機 8101盤）  

モニター  下 L  
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表7  試 験 潟 金 円 風 速  

（汀／sec）  （rγ勺ec）  

下 段  中 段  上 段  上 1  戸上2j上 5   上 4  
瓢点  
床ヒ5脚  亀二10蜘  兎上二14知l  床上19知  床上25卸  l床上27脚  床上う0卸   

1 0.111 0．10  aO5  

2  ワ・12   0，15  n†0  

5  ⊆  D＿15   D．12  0．11  

4  0．15   口．1：2  0．12  

0．15   0．11  0．12  

d  0．12   D．11  0．05  0．10  

7  D．一i5   0．12  0．11   0．10  

8  0．14   ロ．12  0．1†  0．18  

9  0．1d   0．12  D．11  □．12  

＝】  8．1d   0．15  0．11  0．10  

D．18   D．12  0．1D   0．■P5   O・05  

12  0．12   0．11  0．12   D．10  0、11   

†5  0．15   0，12  0．15   D．12  0．12                0．19              0．15  0・15   
14  815   D．12  D．15   0．12  0．11   

】l  
0，1（～   

15  0．1d   0．14  0．15   0．11  0．15   0．14   

1d  D．15   0．12  

17  D．15   D．15  ロ．11  0．11              8．12  0．11  
18   0．15   0．15  ロ．12  D．12  

0．1る   0．14  0．12  n14  

8，12  0．12  

20  巧ニ1d   

0．15  

0．12  0．11  

22  0．1d   0．12  0．12  

25  0．14   0．12  D．15  

24  D．14   0．12  0．12  

25  D．14   0．1‘  0．12  
Ⅷ嶋＿．J   

測点  南側  北側  

2d  0．11  0．85   

27  

28  0．dO  0＿d5   

29  0，15  0．25   

∃50  

51  0，21  0．21   

52  D．10  0．05  55      154  0．05 u  ！0、40   
（話）轟・北出入ロ   

の媚聞からの外   
気の流人   

（叢）測定日時 昭和47年2月1日 午前1時50分～5時45分  

天 顔 湘 撞  
風  向 N．W  

風  速 0．5－1．0扉ec  

測定韓具 熱線風速計（日吉電機 SlOl塾）  

モニター 下 し  
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④換気景は昭和4d年と同じ邦鈍測定したが、その結果は酎2忙示すとおりであっ㌔  

舎内外の温藍差d℃～10℃、命外風速0▲5～1．0叫／s8¢ 痢）換気熟まdO7正／hr・換  

気回数2．8で、前年度と同断、1・卿分間当川014ガの必嬰廃品を充分満たしていも  

⑤設蘭灯1胃牧Iが7時間間隔の1時間照射で、1日計5時間の照射を昭和4占年冬から連続し  

て行って来た試験鶏舎と無点灯の対曙鶏舎とについて舎内殺菌数の調査を行なった・が、その  

結果は表8K示すとおりであっもな玖測定方法は昭和4d年冬と同じ方磨適用いも細  

菌は、昭和4d年冬とは逆陀、試験鶏舎が対照鶏舎より少く、将托、対照燭舎忙はカビが認  

められたが、試験鶏舎では認められなかった。昭和4d年冬の調査は殺菌灯取付直後？実験  

であったためか、試験偽金の細菌が多かったのK対し、今回は殺菌灯を長期間使用した状態  

での実験であり、上述のような結果が得られたことから、殺菌灯の長期間の照射は効果があ  

ると雷えよう。  

菜 8  舎内 の細菌数（コロニー赦）  

コ ロ ニ ー の 内 訳  

調 査 場 所  コロニー教            カ  ビ  黄色ブドウ球菌  白色ブドウ球菌   

コ／トロール 1   2   0   0   2   

〝  2   0   0   

食  外 1   O   0   

〝  2   0   0   0   0   

〝  5   4   0   2   2   

282   98   

対照朝食  東    5  179    〝     中  81  5  ；  50   2d   

〝  西   88   1 57  20   

試験殉舎  東   7 0   0   52   58   

〝  中   占8   q   58   5D   

〝  西   170   0   8 7   ヱヱ」」   

（証）瀕査日時 昭和47年5月22日 午前10時58分  
天  候 詭  
殺菌灯照射 群険鳴禽のみ7時間間隔の1時間絶射（1日5回）を連続葵施  
塵霹時間1分間  
使用培地 普通寒天培地（柴研）  
培養温度 580c  
培泰時間 24時憫  
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⑥濁ふんの水分は図15K示すとおりで、両鶏舎間K差異が認められなかぅた8   

以上の成調から、屋根内戚・側壁痘断熱構造とした試験穏釦ま対照鶏舎と比威して保温効  

果がよく、殺菌灯の周卵や除糞な毎日行うなど、禽内の馴ヒを行えは、麹の生産環境として   

優れているものと考えられる。   

なお、本試験の今後の謀感としては、夏季托おける東西壁の断熱改造（冬季改造と殆んど  

同じ方削の爽態調奄上述のような窃舎改善が生産翫及由影啓や、 

なとの除去があり、これら托つい七今後実施する予定である。   

終り忙あたり、本試験の実施忙関し多大な御指導・御援助翫、ただいた東京塵二大学農学   

部森田教授並びK太田助手、御援助をいただいた東京都家畜保健衛生所の方々に深く感謝の   

意を表する次第である。  

引  用  文  献   

1）斉藤季彦・名倉沖－・横蔑夫（昭和44年匿）採卵鶏ケージ鶏舎Kおける環境調査：東京   

都畜産試験場．試験研究調査報告彪10．p175  

2）斉藤季彦・名倉浄一・宮下光男（昭和45年虔）採卵鶏ケージ鶏舎lておけろ環境調査：東   

京都畜産試験場．試験研究調査報告ノ砿11．pl15  

5）太田正義・森田琢鱒（19d7）密集して建てられた燭台間の夏季Kおける舎内項境の差   

異およびこれが産卵率Kおよばす影響Kついて：家畜の管理Vo12．ノ広2，P58  

4）森田琢磨（1970） 畜舎頭境とその改善：日本獣医師会Ⅱ－8－4  

5）川崎 晃（19‘9）鶏の生理：日本獣医師会．℡－2－1  

参  考  文   献   

森田琢磨（19d7）無窓鶏舎の喝濁とその利用上の得失：畜産の研究Ⅴ0121‥砿12．  

p158占  

〝 （19d8）  〝  〝  〟  Vo122．ノ広1．p55  

赤木源治．太田正義・高橋和夫・森田琢魔（19る8）夏季Kおける送風が偽作及はす影響  

について：家畜の管理．Vo】5 ノ痕1．2．p58  

田原 滋（19d9）鶏舎の構造と鶏舎の管理プログラム：畜産の研究Ⅴ015彪1． pd9  

太田正孝・森田琢磨（19d9）鵜舎把おける炭戯ガス搬の分布耽ついて（気密室の場合）  

：家畜の管理 Ⅴ015 ノ痕1p59  
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家畜の管理と紫外線忙ついて：家畜の管理 Ⅴot d．席1．pl   

鴻の飼養と旗境温度：畜産の研究 Ⅴ0125．ノ広7．p9d5  

無窓鵡舎の構造とその長所短所：苔査の研究Ⅴ。125・應トp字25  

潟の衛生と飼育環境：畜産の研究 Ⅴ○】2d．ノ痛1．p204  

産卵潟の栄泰と生理からみた適正な漠格温度二畜産の研究  
Vo12d ノ癌1 p199  

畜舎の自然環境と削定法：日本献医師会．技術の手引d  

家畜・家禽の暖境と生理：幾賢堂  

泰鶏7ニュ7ル：奉賛堂．p175．p214   

東  尭（1970）   

東山 裕（1971）   

森田琢脾（1971）  

〝 （1972）   

窪田大作（1972）   

森野一高（19d7）   

岡本正解（1970）   

岡本正幹綱（1971）  

（
一
羽
一
日
当
り
産
卵
量
）
 
 

10 11 12 1 2   5   4   5   d   7   8  9（月）   

回1都下15事例の月別産卵成績  

（誼）年平均1日1羽当少  Sエ5 ダ  

平均1事例当カ  2．87る 二羽  
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